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◆『ＡＶ出演強要』ってなに？
　「アイドルになりませんか」等と声をかけられてスカウトされた若年女性が、契約後に、ＡＶ（ア
ダルトビデオ）に出演させられるとわかり断ろうとしたところ、「違約金を払え」「親や学校にば
らす」等と脅されて、本人の意に反してＡＶ出演を強要されるというものです。
　一度出演すると抜け出すことが困難であり、映像を繰り返し使用・流通されることによる二次
被害に悩んだり、家族や友人、職場などに知られないかとおびえ続けることになるなど、身体的・
精神的に大きなダメージを受ける被害が発生しています。

◆『ＪＫビジネス』ってなに？
　女子高校生などが男性客の求めに応じて、さまざまなサービスを提供するものです。大都市を
中心に、「ＪＫお散歩」「ＪＫリフレ」などさまざまな形態で出現しています。
　『ＪＫビジネス』は、短期間に手軽に大金を稼ぐことができるアルバイトのように見えますが、
強制わいせつや児童買春などの性的被害、個人情報の流出、ストーカー被害など、心身に深刻な
ダメージを受ける被害が発生しています。

～被害やトラブルに遭ってしまったことはあなたの責任ではありません～
　ひとりで解決することはとても難しい問題です。あなたやあなたの周りの大切な人が被害やトラブルに遭っ
てしまったら、身体と心を守るためにも、ひとりで悩まずすぐに相談窓口へ相談してください。
消費者庁と国民生活センターが作成した啓発チラシ

http://www.kokusen.go.jp/soudan_now/pdf/tm_keiyaku.pdf

◆ＡＶ出演強要・「ＪＫビジネス」に関する各種ト　
　ラブル相談窓口
　警察相談専用電話　♯９１１０
　※発信場所を管轄する都道府県警察本部の相談窓
　　口につながります
◆性犯罪・性暴力被害相談窓口
　性犯罪被害相談電話　♯８１０３
　※発信場所を管轄する都道府県警察の性犯罪被害
　　相談電話窓口につながります
◆性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センター
　とちぎ性暴力被害者サポートセンター「とちエール」　
　０２８－６７８－８２００
　（平日９：００～１７：３０、土曜日９：００～１２：３０）　
　※緊急医療受付は２２：００まで
◆法的トラブル相談窓口
　日本司法支援センター（法テラス）　
　０５７０－０７８３７４
　（平日９：００～２１：００、土曜日９：００～１７：００）
◆性的画像を含むインターネット上の問題相談窓口
　女性の人権ホットライン（法務局）　
　０５７０－０７０－８１０
　（平日８：３０～１７：１５）

http://www.gender.go.jp/policy/no_violence/avjk/index.html

被害事例や相談窓口等などを紹介する内閣府男女共同参画局作成啓発サイト

４月は「AV出演強要・『JKビジネス』等被害防止月間」です
問生活環境課　撒（57）4132


